様式第７号（第１４条関係）

とっとり住まいる支援事業建設等工事内容確認チェックシ－ト
　鳥取県知事　　　　　　　　様
                              　申請者名　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　印
                              　工事監理者名                              　
（又は工事施工者名）    　　                  　   　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　

　建築士事務所名（　　　　）建築士事務所（　  　）知事登録第 　 　　　号

（工事監理者がいない場合は、工事施工者が記名・押印してください。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　私は、実績報告書の提出に当たり、以下の要件について適合していることを確認しました。
	要件項目
	概要
	確認欄
	備考

	基本事項
	施工業者
	県内に主たる事業所を有する建設業者によって施工されること

【施工業者本拠地：　　　　　　　　　　　　　　　　　】
	□

	

	
	建築基準法
	建築基準法に適合していること
	□
	

	
	構造・戸建形式
	新築にあっては一戸建木造住宅であること

【工法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
	□
	

	
	その他
	各種関係法令に適合していること
	□
	

	住宅を新築する場合
	県産材活用
県産規格材活用
	使用量
	県産材の使用量が１０㎥以上であること

【県産材使用量：　　　　　　　　　　　㎥】
	□
	

	
	
	
	【県産規格材使用量：　　　　　　　　　㎥】
	□
	

	
	
	使用場所
	使用材の確認（別紙１「県産材使用調書」による）
	□
	

	
	伝統技術活用
	共通

事項
	工法
	在来軸組工法であること
	□
	

	
	
	
	※以下の個別事項のうち、いずれか２以上の基準を満たすものであること
	□
	

	
	
	個別事項
	手刻み加工
	全自動加工機等を使用せずに加工したもの
	□
	

	
	
	
	外壁の下見板張り
	県産材を使用して外壁を４０㎡以上下見板張りとしたもの

　【施工面積：　　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	
	左官仕上げ
	外壁をモルタル塗り（厚さ２０㎜以下）下地仕上げもしくは漆喰塗り仕上げとしたものと内壁を土塗壁としたものを併せて施工面積４０㎡以上

　【施工面積：　　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	
	日本瓦葺き
	主要な屋根部分を国内で生産された和形瓦（JIS規格品あるいはJIS同等品）を使用したもの
	□
	

	
	
	
	木製建具
	県内に本拠地を置く建具業者が製作した木製建具（框戸、格子戸、障子、欄間等）を見付面積１０㎡以上使用したもの

　【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	子育て世帯等
	以下のうち、１以上を満たすこと

・１８歳以下の子を養育する世帯

・婚姻後１０年以内の世帯であること
	□
	

	住宅を改修する場合
	県産材活用

県産規格材活用
	対象住宅
	戸建住宅又は共同住宅の占有部分に係る改修等であること

※過去に従前制度による助成を受けた住宅については、当該助成から１０年以上経過していること
	□
	

	
	
	使用量
	県産材の使用量が０．３㎥以上であること

　【県産材使用量：　　　　　　　　　　　㎥】
　【県産規格材使用量：　　　　　　　　　】
	□
	

	
	
	使用場所
	使用材の確認（別紙１「県産材使用調書」による）
	□
	

	
	伝統技術活用
	※以下の個別事項のうち、いずれか２以上の基準を満たすものであること
	□
	

	
	
	建築大工技能
	県産材を使用し、かつ建築大工技能を活用して内装及び外壁の下見板張りを見付面積７㎡以上仕上げたもの

　【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	左官技能
	外壁をモルタル塗り（厚さ２０㎜以下）下地仕上げもしくは漆喰塗り仕上げとしたものと内壁を土塗壁としたものを併せて施工面積７㎡以上

　【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	

	
	
	建具技能
	県内に本拠地を置く建具業者が製作した木製建具（框戸、格子戸、障子、欄間等）を見付面積３㎡使用したもの

【見付面積：　　　　　　　　㎡】
	□
	


この表はあくまで概要です。内容の確認に当たっては、「とっとり住まいる支援事業補助金交付要綱」をよくお読みください。
（裏面）

≪記載要領等≫
１．チェックシートの目的

このチェックシートは、申請者（施主）及び工事監理者（建築士法に定める工事監理を行う方をいいます。以下同じ。）（工事監理者がいない場合は工事施工者）の両者が、予定した工事内容について適切に施工されているか自己チェックできるように、適合すべき要件等の概要を示したものです。

２．記入方法

各項目について着工から完成までの間に両者で工事内容を確認し、次のとおり記名・押印してください。

　　（１）工事監理者がいる場合は、申請者と当該工事監理者が連名で記名・押印。

　　（２）工事監理者がいない場合は、申請者と工事施工者（複数の場合は代表者）が連名で記名・押印。

３．提出方法

　　このチェックシートは、とっとり住まいる支援事業補助金実績報告書の添付書類として提出してください。

⑧








